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1. 線 岩

木材の可塑性を利用して木粉から硬質板や成形物を製造する研究は古 くから行われている｡

しかし木粉は一般のプラスチックのように単に加熱圧締するだけでは成形に必要な可塑性を示

さず,したがって得られる硬質板は強度が低く耐水性にも乏しい｡木粉の熱可塑性を増加させ

て mOldability(成形性)を与える方法としてほ,一般には水蒸気,酸,アルカリ,フェノー

ル,アニl)ソ,フルフラルなどによる加水分解処理1)2) が試みられている｡ これらの方法の原

理は,加水分解処理によって木材中のリグニン-ヘ ミセルロース二セルロース結合 を弛緩 さ

せ,その結果としてリグニンの流動性を増加させることにあり,またフェノ-ル,アニリン,

フルフラール,硫黄化合物などではリグニンその他の木材成分と化学反応7)することも考えら

れるO 蒸煮処理以外の方法で,木材に直接薬剤を作用させる処理方法B) についても検討されて

おり,フェノール処理,クレゾール処理,塩素化処理,などの報告も見られる｡

これらの処理木粉を用いて成形した硬質板は,かなりの強度と耐水性をもっているが,成形

に高圧を要すること,処理方法の経済性,および硬質板の材質などの点で難があるため,未だ

工業的利用の見透しは立っていない｡

われわれはラワン木粉を用いて種々の成形方法について実験を行なった結果,もっとも簡単

な処理方法,すなわち,加熱圧締時に木粉に作用すると思われる薬剤,たとえば酸,フェノ-

ル,アミン類などを木粉に含惨させ,木粉の活性化温度と思われる 160-180oCで熱プレスす

ることによっても,かなりの強度と耐水性をもった硬質板を成形し得ることを知った｡これら

の処理で成形された硬質板は,材質的にも限界があるため単独では実用的価値を見出すことは

困難であるが,各薬剤の相互効果を利用したり,また第2報以下で紹介する熱硬化樹脂と併用
した場合,種々の興味ある利用方法が開拓されることが期待できる｡

本報告は,結合剤 を使用しない状態で木粉を圧縮成形するに際して,上述の薬剤を木粉に混

合することによって木粉の可塑性ならびに硬質板の材質に如何なる影響を及ぼすかについて諸

実験を行ったものである｡

*大阪府立工業奨励館,Indu革trialResec!rchInstitute,OSAKAPrefecture.

**木質材料研究部門,DivisronofCompositeWood.
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2.実 験 方 法

下記のような順序で木粉に薬剤を混合し,圧縮金型を用いて硬質板を成形し,その材質試験■

を行って各薬剤の作用を考察した｡

木粉 :タイラー塑標準鯖を用いて,30メッシュを通過し,60メッシュに残ったラワン木粉を

用い,含水率 0-2%まで乾燥したものをデシケ-メ-中に保存した｡

薬剤の混合 :所定量 (木粉に対する重量比)の薬剤を水叉は有機溶剤で20%濃度に希釈し,

乳鉢を用いて木粉に混合し,均一に浸透させた｡

含水率の調整 :薬剤を混合した木粉を 70-80oC の熱風乾燥機によって含水率 2%前後 (赤

外線水分計による)になるまで乾燥後デシケーター中で冷却した｡

硬質板の成形 :Fig.1に示すように,圧縮金型 (内容積 :巾 7cm,長さ 10cm,深さ 4cm)

中に所定量の木粉 (標準は 36gr)を仕込み, ホッ トプレスを用いて所定の圧力, 温度,

時間で熱圧する｡圧縮終了後直ちに除圧,冷却して試料 (礎質板)をとり出した｡

硬質板の材質試験

成形した硬質板は湿度60%のデシケータ-中に7日間放置後, Fig.2により各試験片に

切断した｡試験片の箇数は1種目の測定ごとに硬質板3枚を使用した｡したがって比重,

吸水率および厚さ膨張率の測定には試片3コ,曲げ強度は6コの試片を用いてその平均値

をもとめた｡

卜= -4cpn --一日｣

Fig.1.Apparatusforwoodpowdermolding.
1-Hotplates
2-Dies
3-Woodpowder
4-DialGage
(i:thicknessofboard)
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Fig.2.Specimensusedinthisexperiment.

A:Bendingtestspecimen

B:Waterabsorptiontestspecilnen

比重--7cmxlOcmx厚さの硬質板より測定した｡ (気乾比重)0

曲げ強さ-･･-2cmxlOcmx厚さの試片を用い,スパン 6cm の中央集中荷重方式により次式

を用いて算出した｡

ob諾 意 但し･
l:スパン,P:破壊荷重,
b:試片の巾,h:試片の厚さ,

吸水率,厚さ膨張率･･､--2cmx4cmx厚さ,の試片を24時間 20oCの水中に浸漬し, 前後の

重量差および寸法差を測定し,もとの値に対する首分率をもとめた｡普

熱圧時の木粉圧轡経過の測定

Fig･2に示す装置により,木粉層の厚さ (～)の変化状態を, ダイヤルゲージを附した金
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型 (雌型)の移動により読みとった｡すなわ

ち,試料がない場合 (i-0)にはダイヤルゲ

ージの読みが0になるように調整した｡

木材成分の分析

木材分析法によって行った｡

金型の温度上昇

木粉 36grを仕込んで 180oC,250kg/cm巳で

圧縮する場合の金型の温度上昇は Fig.3の

如 くである｡
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Fig.3.Daiagram oftemperatureincre一
mentontheinnersurfacesofdies.

3. 実験結果および考察

A 酸による影響

各種の酸を含浸させた木粉を温度 160-180oC,圧力 100-250kg/cm′二で熱圧すると, 圧縮
才〆

中に木粉の一部の成分が分解等れて木材の可塑性が増加し,褐色ないし黒色樹脂状の硬質板が

成形される｡ ここでは酸の種額, 添加量, および成形条件を種々に変化させて硬質板をつく

り,成形条件とボード材質に及ぼす酸の影響を考察した｡また硬質板の成分を木材分析法によ

って定量して熱圧による木材成分の変化を観察した｡

Fig.4および Fig.5は種々の酸を1% (重量比率) 含浸させた木粉を用いて, 加熱温度

180oC,圧縮力 250kg/cm史で軍縮時間を変化させた場含について圧締時間と硬質板の比重,お

よび 曲げ強度の関係を示す｡ 強い酸を含浸させた木粉ほど熱プL,ス中の作用が急激に行われ

て,比重および曲げ強度の最高値に到達する時間が短かいことがわかる｡また,酸の種類によ

って硬質板の比重および曲げ強さの最高値にかなりの差違があり,一般的には強い酸はど密度

の大きい硬質板が得られるが (Fig_.4), 曲げ強さは酸の強さと圧縮条件の相関において変化

するものと思われる (Fig.5)｡
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Fig.5.Effectofvariousacid treatments

olrelatiopofpresstimetobending
strengthofboards.

Fig.6-9は同様の実験を, 硫酸の含有量を変化させて加熱時問と硬質板の比重, 曲げ強

さ,吸水率,および厚さ膨脹率との関係についておこなった結果を示す｡比重および曲げ強さ
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の最高値に到達するに要する圧締時間は硫酸含有量の増加によって短縮されるが,比重は硫酸

含有量 0.4-0.8%,曲げ強さは0.4%に於て最高値を示し,吸水率,および厚さ膨張率の最小

値は比重の最高値を示す酸含有量および加熱時問とはば一致した｡これらの結果より,木粉の

成形性は木粉の酸性度と圧締条件の相関において変化し,硬質板の材質がこれらの因子によっ

ー/.o /./ /.2 /.j /.4

5pピCifLと9/'CL′ity

Fig･10･Relationofsppcificgravityto
bendingstrength,waterabsorp-
tion,andthickn<essexpansionof
boardsprepa'redrbyvariousacid
treatments了

- :waterabsorption
:thicknessexpansion

て影響されることがわかる｡

Fig･10.は Fig.6の実験に用いた硫酸含有量の

異なる各種硬質板について, 比重-曲げ強さ, お

よび比重-吸水率 ･膨張率の関係を示す｡ 硬質板

の材質は比重によって支配され,同一比重の硬質

板では酸含有量'および成形条件などによる影響は

比較的少ない｡ したがって木粉成形における酸の

作用は,主として木粉の圧縮性の増加によるもの

で, その他の化学的作用, たとえばフルフラール

の生成や リグニンの樹脂化反応 などの効果は比較

的少ないものと思われる｡ また酸処理木粉による

硬質板の特徴は, すぐれた強度と耐水性を示す比

重領域が極めて狭いことで,例えば比重1.25以下

では吸水率が急激紅増大して耐水性がなくなるo

Tablel および Table2 ほ酸処理木粉の熱圧
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Table1.Analyticaldataofchemicalcompositionofbo3rdinvarioussulfuricacidcon-
tents.

0.…* ∃ 三二…

0

8

5

0

1

7

3

1

5

4

4

4

2

9

8

9

1

0

8

5

4

4

3

3

6

4

6

3

3

1

8

6

1

1

*Woodpowder.

Table2.Analyticaldetaofchemicalcompositionofboardinvariouspresstilne.(Sul-
furicacidcontent:0.4%)

Presstime r Solubilityin

(min)

0*

Ial警 評 議 ｢iTof亮扇

10 r 7.4

Totalcello-

lose ( % ) αーC…1; :osei LをgZ;n

3･0 】 51･0 書 4112声 1

4･8 E 47･4 芦 39･8
12.1 r 43.5 r 38.8

14.9 j 41.2

l…‥

36.1 F 32.8

*Woodpowder.

による成分の変化を木材分析法によって測定した結果を示す｡すなわち,Tablelは圧縮条件

(温度 180oC,時間15分, 圧縮力 250kg/cm2) を一定にして硫酸含有量を変化させた場合,普

た Table2ほ硫酸含有量一定 (0.4%)の木粉を用いて加熱時間を変化 (温度, 圧力はそれ

ぞれ 180oC,250kg/cmS一定)させて,成形した硬質板に対する測定結果である｡

両表より明らかなように,酸含有量叉は加熱時間の増加によってベンゼンメタノール可溶分

および熱水可溶分が著 しく増加し,ベントザソおよび全セルロースがかなり顕著に減少する｡

リグニンは実際には殆んど変化しないか,あるいは若干分解して減少するものと思われるが,

本実験では加熱によって生成した可溶性成分が リグニン様物質として測定されるため,酸含有

量または加熱時間の増加によって若干の増加を示した｡α セルp-スは全セルp-スに比較し

て分解の程度は少いが,酸濃度0.4%以上,または加熱時間 15分以上ではかなりの減少を示し

た｡

以上の分析結果から,酸処野木粉の熱圧による変化は主として- ミセルロース類に属する諸

成分の分解に基 くものであり,竃果的に熱分解生成分を除いた木材成分に対するリグニ-/比率

の増大,および,分解生成物の流動化などによって木粉に成形性が与えられることが推察でき

る｡

Fig.11は硫酸含有量の異なる木粉の熱プレス (180oC,250kg/cm3)中の圧縮経過を示すO

酸処理木粉の圧縮曲線の特徴は,圧縮時間の経過に伴って徐々に (又は段階的に)圧縮度を増
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Fig.ll.Compressingprocessofwood
powdertreatedwithsulfuricacids
duringhotpressing.

加して行くことで,熱硬化性樹脂を用いた場合

のようにボードの最小厚さに到達する加熱時間

の終点 (第2報参照)が明確でない｡この原因

は圧締時間とともに木粉の分解が進行して圧締

率が増加して行 くためである｡なお,同図の曲

線より見た場合,硬質板の密度は加熱時間の増

加とともに無限に増加して行 くように見受けら

れるが,実際には適正加熱時間以後では木材質

の分解が著しくなり,見掛けの比重は減少する

(Fig.4,6参照)｡図中の硫酸0.8%の曲線で,

加熱時間10分以後において Jの値が急速に低下

しているのは,木粉が分解してタール状物質が

増加して半流動性状態を呈した長めである｡

B フェノールによる影響

フェノールとリグニンとの反応性を利用して

プラスチックをつくる方法についてはすでに多くの実験例4)5)6)7)が見られるが,一般には,メ

ルプ廃液叉は糖化残溶などより人工的に単離したリグニンを用いるケ-スが多い｡このような

リグニソ注低分子量に分解されており,溶解性と反応性がよいためプラスチック原料として比

較的取扱いやすい状態をにあるoこれに反して,木材中のリグニンは極めて安定な高分子状態で

存在するため,薬剤を作用させて活性な状態で利用することが難かしく,またその反応性も明

らかでない｡

ここでは,メタノ-ルを溶媒に用いて木粉にフェノ-ルを所定量含浸させ,触媒および圧締

条件の異なる種々の条件下で加熱匠締して,木粉の成形性に与える影響からフェノールの作用

を考黍 した｡

(i) フェノール処理方法による影響

リグニンに対するフェノ-ルの作用は酸触媒の存在によって促進されるOしたがって,まず

触媒および処理方法によって木粉の成形性に如何なる影響を与えるかを知るため,A,B,C,

3種類の処理木粉をつくった｡ここでAはフェノ-ル10%を木粉に混合したもの,Bはフェノ

ール10%と硫酸0.2%を混合したもの,Cはフェノール10%および硫酸0.2%を混合したのち
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オートクレーヴで 140oC,30分間蒸煮した木粉で

ある｡ Fig.12および Fig.13は上記3種類の木

粉を 180oC,250kg/cm2 で加熱時間を変化させて

成形した場合の硬質板の比重, および曲げ強さを

示す｡Fig.12より, フェノ-ルの作用が酸の添

加および蒸煮処理によって促賂 (成形時間が短い)

されることがわかる｡ しかし, Fig.13に見られ

るように,硬質板の曲げ強さは触媒 または蒸煮処

理によって必らずLも改善されず,反対に最高値

が若干低下する傾向を示した｡ これは,酸または

オ-トクレーヴ処理によって 731ノ-ルによる可

塑化が促進される反面,木材繊維などの損傷が行

われて強安が低下するためと思われる｡

Fig.14-17はフェノール添加量が木粉の可塑

性ならびに硬質板の材質に及ぼす影響を示すOフェノール含有量の大なる木粉はど可塑性が良

いため, 低い圧縮力で密度および曲げ強さの大きい硬質板が得られる (Fig.14,15)が, 同
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-比重に対する硬質板の強度および吸水率は,

フェノール含有量を10%以上に増加させても･改

善されない (Fig.16,17)｡また,Fig.16に

示すごとくフェノールによって成形された硬質

板は,酸 処 理 に よ る硬 質 板 (点線で示す｡

Fig.10参照) よりも一般に強度が大である｡

Fig.18に各種フェノ-ル処理木粉 (フェノ

ール添加量を10%一定として,硫酸添加量を変
化させた)の熱プレス中における圧縮経過の状

態を無処理木粉および硫酸処理木粉と比較した

グラフを示す｡酸処理木粉では圧締時間の経過

とともに徐々に圧縮度を増してゆくのに対し

て,フェノール処理木粉の場合では圧締後急速

に圧縮されてボードの最小厚さに近づくことが

わかる｡この理由は,フェノ-ルが加熱によっ

て熔融し,水分が存在した場合とよく似た作用

で木材に可塑性を与えるためであろう｡フェノ

-ル処理木粉は硫酸の添加によって可塑性が増加するが,とくに硫酸添加量が0.5%以上にな

ると加熱時間10分前後やゝら顕著な流動性を示して金型の隙間より流れ出るほどになる｡ (†印

で示す｡)

以上の如く,フェノールは酸の場合とやや異った傾向で木粉に成形性を与えるがその作用と

して次のようなことが推察される｡すなわち,(1)熔融したフェノールが水とよく似た作用で

Table3･Effectsofaldehydesonpropertiesofboardmoldedwithphenol.
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木材に柔軟性を与える場合,(2)フェノ-ルが木材成分例えは リグニン,-ミセルp-スの溶

煤,または可塑剤 として働らく場合,(3)酸として働らき加水分解などを促進する場合,およ

び(4)リグニン誘導体の生成｡このうち最もおこりゃすい作用は(1)および (2)であり Fig.18

の圧縮経過曲線の結果ともよく一致する｡しかし,得られる硬質板の材質が酸またはグリセリ

ソ処理 (単純な柔軟剤と思われる)などに比較して強変と耐水性が良好なことから,(3)または

(4)の作用も併行して行われることが考えられる｡ フェノ-ルー l)グニソ反応などによる木粉

のプラスチック化の可能性については,分析的考察などに待たなければならないが,成形され

Table4.Effectofcresolsonmoldabilityofwoodpowders.
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た硬質板の外観が赤褐色ないし黒褐色の樹脂状物であること,およびかなり顕著な熱可塑性を

示すことなど,他の薬剤を用いた場合と異なった性状を示している｡

(ii) アルデヒド添虹による影響

前述した如 く,単にフェノールで処理した木粉では三次元構造をもった ポリマーが生成せ

ず,したがって硬質板の強度も低い｡ Table3ほ,フェノ-ル10%以外に, 各種アルデヒド

を添加した場合について,硬質板の材質に及ぼすアルデヒドの影響を示す｡表中アルデヒドの

添加量をモル数で示したが･,,これは添加したフェノ-ルに対するモル数である｡

同表に示す如く,各種アルデヒドの添加によって硬質板の比重は若干減少し,曲げ強さは顕

著に増加する｡アルデヒド紅よって比重が低下する原因としては,フェノールがアルデヒドと

縮合してフェノール単体としての木材に対する作用 (前述)が妨げられるためと思われるが,

このほか,木材中の成分に対するアルデヒドの作用 (後述)なども考えられる｡最も好ましい

反応形態は木材中の1)グニソとフェノールおよびホルマ1)ソが共縮合することであるが,その
I

Table5.Effectofaldehydesonpropertiesofboardsmoldedwithphenol.
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反応過程は明らかではないOアルデヒドのうちでは-キサメチレンテ トラミン (以下-キサと

略称する)が最も良好な効果を与えたが,これは-キサの分解によって生成するアンモニヤが,

フェノール-アルデヒド反応の触媒 として働らくことのほかにアンモニヤによって木材の活性

化 (または可塑性の増加)が行われるためと考えられる｡

C クレゾール類による影響

フェノ-ルの代 りに各種クレゾ-ル類を用いて,フェノ-ル処理の場合 と同様の条件で硬質

板を成形して木粉の成形性に及ぼす影響を検討した｡

Table4ほ,木粉に対 し各種クレゾール (m-,0-,p-)を10%添加し,触媒および圧締時間

を変化させた場合の硬質板の材質を示す｡ (圧力 250kg/cm2 温度 180oC).同表より明らかな

如 く, 各クレゾールともフェノールとよく似た効果で木粉に成形性を与え, 比重 1.30-1.34

程度の硬質板が得られるが,曲げ強度はm-クレゾールを除いてフェノ-ルの場合よりかなり

劣るo

Table5は各種クレゾールにアルデヒド(-キサ,パラホルムアルデヒド,およびフルフラ

ニル)を添加した場合の硬質板の材質を示すoクレゾ-ルのうちではm-クL,ゾ-ルが最も良

好な値を示し,またアルデヒドでは-キサを用いた場合が顕著な材質改善の効果を示した｡

以上の如 く,各クレゾールともフェノ-ルと同程度の効果で木粉に可塑性を与えるが,曲げ

強度および アルデヒドとの反応性はm-クレゾールのみが フェノールに匹敵する効果を示し

た.このことは m-クレゾールがフェノ-ルと同様, 2官能性であることから当然の傾向であ

Table6.Effectofaminesoramidesonmoldabilityofwoodpowders.
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ろう｡

D アミン,アミドなどによる影響

リグニンはアニリン, トルイジン,ベンチジソ,α および βナフチルアミンなどの芳香族

一級アミンと縮合してプラスチックを生成することは, M.PHnIPS臼) らによって報告されて

おり,とくにアリニソは木材可塑物を製造する際の活性化薬剤としてしばしば利用されること

は前述した｡ここでは,アニリンのはか,アミノ樹脂の原料として一般的に用いられている尿

莱,ジシアンジアミド,およびパラトルエンスルホンアミドを用いて木粉の成形性に与える効

果を検討した｡

Table6は上記4種類の薬剤を木粉に10%添加して 180oC,15分間の加熱条件で10-20分間

圧締した場合の硬質板の材質試験結果を示すOアニリン,パラトルエンスルホンアミドなどの

芳香族系のものは単独では効果が少なく,酸触媒と併用した場合に曲げ強度 350-370kg/cm2

程度の黒色の硬質板が得られる｡これに対し,尿素,ジシアンジアミドは単独,すなわち弱ア

ルカリ性の状態で木粉に良好な成形性を与え,とくにジシアンジアミドを用いた場合には曲げ

強度 494kg/cm2 の良好な黒褐色樹脂状硬質板が得られた｡

アミン額を木粉の活性化薬剤として利用する場合の利点は,前述の酸,アルカ1)の場合と異

なり,中性または弱アルカリ性の状態で作用するため木材質を損傷することが少ないこと,お

よびフェノール樹脂などと併用した場合に良好な効果を示すことである｡これについては第Ⅱ

報で報告する｡

アミン叛による木粉の活性化作用については,あくまで推測の域を出ないが,C.ScHUERCIi9)

らのアンモニヤによる木材の可塑化処理とよく似た作用で,アミン類が リグニン,セルロニス

などの溶媒または膨潤剤的作用をしてその水素結合を弱めることも考えられる｡ リグニンとア

ミン (ただしアニリン) との問に縮合反応などが生じたかどうかは明らかでない｡

E アルデヒド類による影響

アルデヒド類は木材中のフェノール性成分 (リグニン,タンニンなど)などと縮合物を生成

することが予想され, 1)グニンフルフラール系プラスチック3)10'などの製造に関する特許,も

かなり見られる｡

本実験ではアルデヒドとしてフルフラール,-キサ,およびパラホルムアルデヒドなどを用

い,触媒 (硫酸)を併用した場合と単独処理の場合について木粉の成形性に与える影響を考察

した,なお成形はCと同様の条件で行った｡

実験結果は Table7に示す如く, 各アルデヒドとも単独では木材に可塑性を与える効果が

少く,硫酸 と併用した場合,良好な硬質板を得ることができた｡ (硫酸単独の場合に比較して

'50-100%の強度増加が認められる)

アルデヒドは前述の各薬剤に比較して木材に可塑性を与える効果は少ないが,木粉が酸,フ

ェノール,などによって活性な状態におかれた場合, リグニンなどの成分と反応して硬質板の

強度を改善する作用をす去ものと思われる｡アルデヒドのうちではヘキサが比較的良好な作用

を示した｡

アノレコ-ノk類などによる影響

グリセリン,グリコールなどの多価アルコール数 11'は,高温皮下でリグニンの一部,および
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Table7.Effectofaldehydesonmoldabilityofwoodpowders.
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-ミセルロース頬などを溶解させる作用を有するはか,水に代る木材の軟化剤としてしばしば

用いられる｡

Table8はグリセリン,グリコ-ル,およびしょ糖を用いて前項 と同様の圧縮条件で成形し

た硬質板の材質を示すO各薬剤とも木粉に可塑性を与えて比重 1.3前後の硬質板を得ることがロ

できるが,曲げ強度が前項までの帯薬剤に比較して低 く,耐水性にも乏しい｡

したがって,これらの薬剤は単なる木粉の軟化剤として考えるべきであろう｡しかし,水の

場合 と異なり沸点が高いため熱圧中にいわゆるパソク (内部割れ)生ずることが少なく,他の

薬剤または樹脂などと併用できる利点をもっている｡
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Table8.EffectofGlycerin,Glucoseandglycolonmoldabilityofwooユpc)wders.

摘 要

木粉 (ラワンのこくず,30-60メッシュ)の成形性に与える薬剤の作用について実験を行な

った｡実験に用いた薬剤は酸,フェノール,クレゾール,アミン,アミドおよびアルデヒドな

どで,薬剤を所定量混合した木粉を種々の圧締条件で成形して得られたボードの材質から各薬

剤の作用を考察した｡実験結果の大要は次の如くである｡

酸 :熱圧中に木材成分の一部 (おもに-ミセルロース)が酸によって加水分解されて木粉に

成形性を与える作用をする｡酸の強さによって木粉の可塑性およびボード材質が変化するが,

良好な成形性は木粉に対し0.4%の硫酸を混合して,圧力 250kg/cm=温度 180oC で15分間熱

圧した場合に得られた｡ この場合のボ-ドの材質は比重 1.7,曲げ強度 270kg/cm3,吸 水率
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7.5%である｡

7エノール :木材成分とくにリグニンとフェノ-ルとの反応性は明かではないが,フェノー

ルは熱匠中に木粉に顕著な可塑性を与えて黒色,樹脂状の硬質なボードを成形することができ

る｡少量の硫酸を添加すると木粉の可塑性はさらに増加し,アルデヒドを混合するとボードの

曲げ強度が顕著に増加する｡10%のフェノールおよび少量の-キサメチレンテ トラミンを添加

して成形 したボ～ドの材質は比重 1.32,曲げ強度 475kg/cmB吸水率 4.3%である｡

クレゾール :m-クレゾ-ルはフェノールとはば同様の作用をする｡0-および p-クレゾ

-ルはやや効果が劣る｡

アミンおよびアミド:アニリン,パラトルエンスルホンアミド,尿素,ジシアンジアミドの

効果について実験 した｡アミン ･アミド類の木材に対する作用は明らかではないが,木材繊維

を損傷せずに木粉に良好な可塑性を与えるため,強度の優れたボ-ドを成形するこ とが で き

る｡ 最も良好な効果を示したのはジシアンジアミドを用いた場 合 で,比 重 1.35,曲 げ強 度

480kg/cm2,吸水率 13.2%のボードを得ることができた｡

アルデヒド:パラホルムアルデヒド,フルフラル,-キサメチレンテ トラミンなどの効果に

っいて実験した｡ アルデヒドは単独で木粉に可塑性を与えないが他の薬剤 (酸,7,1ノ-ル)

によって活性化された木粉に添加した場合,ボードの材質がかなり顕著に改善されるO

その他の薬剤 :グリセリン,グリコール,グリコ-スなどは木粉の可塑性を顕著に増加させ

るが,ボー ドの強度が低 く耐水性にも乏しい｡

R6sum昌

Thepresentstudydealswiththemoldabilityofwoodparticles(lauansaw

dust,30to60mesh)treatedwithchemicalssuchasacids,phenol,cresols,amines,

amides,andaldehydes. Addingthesechemicalstowoodparticles,moldingtests

weredonein variouspressingconditions,andtheeffectsofchemicalsonthe

physicalandmechanicalpropertiesofmoldedboardwereinvestigated. Results

obtainedwereasfollows:

Acids.ISomecomponentsofwoodparticles(suchashemicellulose)werede-

gradedbyacidhydrolysisduringhotpressing,andlignlnincreasedtheirflow.

Loweracidityofpariticleswaslackinginflowcharacteristicandhigheronewas

acompaniedwithexcessivecellulosedegradationandlossinstrengthof丘nalmold-

edproducts.Forexample,theboardmoldedwithOApecentofsulfuricacidand

hotpressedfor15minutesunder250kg/′cm:ヱand1800Cgavethespeci丘cgravityof

1.7,bendingstrengthof270kg/cm3,andrateofwaterabsorptionof7.5%.

Phenol:Although the･reactionofphenolwithligninisnotclear,placticityof

woodparticleswasincreasedremarkablybyphenoltreatmentand black resi-

noidmoldedproductsw宮Fe Obtained･Plasticity ofwoodparticlestreatedwith

phenolwasincreasedbyaddinglittleamountofsulfuricacid,andbendingstren-

gthofmoldedboardwasimprovedremarkably byaldehydetreatments.Boards
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treatedwithlo常 ofphenolandlittleamountsofaldehydegavethespeci丘cgra-

vityof1.32,bendingstrehgthof475kg/cmB,andrateofwaterabsorption of

4.3%.

Cresols:Propertiesofboardsmoldedwithm-cresolsw早requitecomparable

withthoseofphenols.Effectsofo-cresolandp-Cfesoltreatmentwereinferiorto

m-cresoltreatment.

AminesandAmides:Effectsofanilin,p-toluensulfonamide,urea,anddicy-

andiamideweretested. Althoughreactionsofthesechemicalsuponwoodcom-

ponentswerenotclear,strongandhardmolded.productswereobtained.Among

thesechemicals,dicyandiamidetreatmentwasmoste庁ective.Forinstance,speci一

缶cgravity,bendingstrength,andrateofwaterabsorptionoftheboardmolded

withtenpercentofdicyandiamidewere1.35,490kg/cm2,and43.2%,respectively.

Aldehyde:Effectsofadditionofaldehydessuchasparaform-aldehyde,hexar

methylentetramineandfurfuralon plasticity ofwood particleswerenotso

remarkableasotherchemicals.Butaldellydereactswellwithwoodcomponents

whenwoodparticleswere.争Gtivatedbyacidorphenoltreatments,andgavebet-
termechanicalpropertiesofboardcomparedwithacidstreatmentsorphenol

treatmentsonly.

OtherChemicals:Effectsofglycerin,glycol,andglucoseweretested.Plasti-

citiesofwpodparticleswereincreasedremarkablybyadditionsofthesechemi-

cals,butrpechanicalpropertiesandwaterresistanceofboardmoldedwerenot

sowell.
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